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20代 30代 40代 50代 60代 70代 その他
1 （2.1） 7 （15.2) 12（26.1） 10（21.7） 11（23.9） 3 （6.5） 2 （4.3）
所属宗派
天台宗 真言宗 浄土宗 日蓮宗 浄土真宗 禅宗 その他
1 （2.1） 5 （10.9） 11（23.9） 4 （8.7） 12（26.1） 3 （6.5） 10（21.7）
専門領域＊
児童 高齢 障害 低所得者 地域福祉 その他
11（17.2） 12（18.8） 10（15.6） 6 （9.4） 11（17.2） 14（21.9）
実践経験年数
なし 5 年未満 5 ～10年未満 10～20年未満 20年以上




19（41.3） 25（54.3） 2 （4.3）
社会福祉に関する専門職団体への加入
あり なし 回答無し





































望ましい 可能 困難 不可能 未回答
社会変革と社会開発 9（19.6） 31（67.4） 2（4.3） 1（2.2） 3（6.5）
社会的結束 11（23.9） 30（65.2） 4（8.7） 0（0） 1（2.2）
人々のエンパワメント 9（19.6） 32（69.6） 3（6.5） 0（0） 2（4.3）
人々の開放 5（10.9） 34（73.9） 5（10.9） 0（0） 2（4.3）
社会正義 3（6.5） 26（56.5） 10（21.7） 0（0） 7（15.2）
人権 6（13.0） 27（58.7） 7（15.2） 2（4.3） 4（8.7）
集団的責任 6（13.0） 30（65.2） 7（15.2） 0（0） 3（6.5）
多様性尊重 8（17.4） 30（65.2） 3（6.5） 0（0） 5（10.9）
表3：Biestekの原則に対する違和感について N＝46（　）内は%
強く感じる やや感じる どちらでもない 原則を支持 強く支持 未回答
個別化 1（2.2） 4（8.7） 24（52.2） 8（17.4） 4（8.7） 5（10.9）
意図的な感情表出 1（2.2） 5（10.9） 23（50） 6（13.0） 7（15.2） 4（8.7）
統制された情緒関与 1（2.2） 2（4.3） 24（52.2） 9（19.6） 6（13.0） 4（8.7）
受容 1（2.2） 2（4.3） 21（45.7） 8（17.4） 10（21.7） 4（8.7）
非審判的態度 1（2.2） 2（4.3） 20（43.5） 11（23.9） 8（17.4） 4（8.7）
自己決定 3（6.5） 6（13.0） 20（43.5） 10（21.7） 3（6.5） 4（8.7）
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